
まちの先生講座 拡張型講座企画書 

講師名  宮下 政博                      

 

講師紹介（自己紹介） 

 前都内私立進学高校英語教諭、前都内私立大学英語講師、  

 現（大人対象）英会話サークル講師            

 

 

講座名  レベルアップを目指して、楽しく英会話             

 

ＰＲポイント（受講を希望する方に分かりやすくご記入ください） 

受講者の皆さんには、日常よく使われる慣用表現を用いて生きた役に立

つ英会話を実践して頂きます。 

講座内容（教えていただく内容、スケジュール等 具体的にお書きください） 

【１回目】 

・役に立つ表現：add to（～を増す）を使って英語で自己表現をする。 

・対話：話題は heat stroke（熱中症） 

    受講者はロール・プレイ（役割を演じる）を実践する。 

【２回目】 

・役に立つ表現：bring～together（～を〈一つに〉まとめる）を使って英語で

自己表現をする。 

・対話：話題は stylish clothes（おしゃれな服） 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

【３回目】 

・役に立つ表現：earn respect（尊敬を得る）を使って英語で自己表現をする。 

・対話：話題は「歌は健康に良い」 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

【４回目】 

・役に立つ表現：How is your～going（あなたの～の調子はどうですか）を使

って英語で自己表現をする。 

・対話：話題は littering（ごみのポイ捨て） 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

 

 

 

 

 



【５回目】 

・役に立つ表現：in the long run（長い目で見れば）を使って英語で自己表現

をする。 

・対話：話題は copy for commercials（広告文） 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

【６回目】 

・役に立つ表現：put one’s thoughts together（考えをまとめる）を使って

英語で自己表現をする。 

・対話：話題は planting rice（田植え） 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

【７回目】 

・役に立つ表現：get back to normal（正常に戻る）を使って英語で自己表現

をする。 

・対話：話題は space exploration（宇宙探査） 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

【８回目】 

・役に立つ表現：to the point(要を得て)を使って英語で自己表現をする。 

・対話：話題は film maker（映画監督） 

    受講者はロール・プレイを実践する。 

 

 

受講者に持参してもらう物 

英和辞典、ノート、筆記用具 

その他（使用する教材など） 

８コマ分の教材（プリント）を当方で用意します。 

 


